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2019-20 皆葉年度 　『ロータリーを考える』
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ロータリー特別月間　11月：ロータリー財団月間ロータリー特別月間　11月：ロータリー財団月間

鬼沢　一彦　幹事報告

第 5回理事会報告をさせていただきます。
 ・12 月プログラムの件
 ・つくばマラソンエイドステーション設置の件
 ・経済アナリストによる講演会決算報告の件
 ・2020、21 年地区委員推薦の件
 その他
  ・ボーイスカウト運動へのご支援のお礼の件

感謝状授与式
日本ボーイスカウト茨城県連盟
　つくば第３団団委員長　八代　健彰　様

茨城県のボーススカウトつくば第 3団は 17年前に発足し、当初 45名でス
タートしたのですが、今は 150 名になりました。表彰状を立て続けに頂き、
それもひとえにつくば市の発展で、唯一伸びているボーイスカウトがつく
ばの第 3団ということです。皆様のお力添えを頂いてここに至る訳です。
本当に今までの感謝の意を改めて、100 名を超える会員の総意をここでご
披露させていただきます。
今後ともよろしくお願い致します。
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おめでとうございます！！
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ロータリー財団奨学生　卓話　芝田　共宏　様

　私は筑波大学で国際政治学の中の１分野で安全保障研究を７年間研究し、グロー
バル補助金の六つの重点分野の中の一つ「平和促進と紛争解決」とこれに関連する
研究をシカゴ大学で 1年間させていただきました。
　学位留学について皆様に知って頂き、グローバル補助金についての奨学金として
の活用の意義についてご紹介します。
　日本人で アメリカに留学している方は一番多く、留学生のうち 1/3 がアメリカ
留学です。アメリカでは留学生数は約 108 万人で、そのうち日本人留学生が約 1万
8,000 人、全体の約 1.8% です。国別では 8位になります。
　色々な留学があり、官僚の方の留学や、MBAを取得するためのビジネス留学、簡
単な語学留学、学部間の交換留学、私のような大学院の学位留学があります。大学

院へ学位留学は約 3000 人になります。国別の大学院になると留学生の 1%を切ります。私のような学生で大学院に学位留学をするとい
うのは本当に少数派なのです。
　少数の理由が入試までの厳しい狭き門で、学部で良い成績を取り、TOFEL や GRI の難易度の高い試験を高得点を取り、さらに有名教
授による推薦を受け、合格率も本当に低いからです。ハードルがとても高く、学費の問題にもあります。学費は約 50年スパンで上がり、
ここ 10～ 20年でも本当に 2～ 3割の学費が上がり、かなり厳しい状況になります。
　州立大は公立なので安いイメージはありますが州外出身の学生には高い授業料の設定で留学生も含めて高めとなります。 
　アメリカの博士過程のトップスクールに入れると全額学費が免除で生活費も保証されるので私もそこを目指しています。
　アメリカの場合は年間 30～ 50 万の大学指定の保険に加入し、家賃もワンルームで約 10万円程かかり、非常にお金がかかります。そ
れに対して国内での学位留学生の応援するような奨学金事業はあまりありません。
　私は一番困難なトッププログラムで学位を目指していますが、将来的に国際的に活躍される方はこのような道を通ります。
　その中で金銭的に余裕がない学生を支援していただけるのは本当に有意義なことです。3万ドルでグローバル補助金、留学生の資金の
ことを考えていただければ、奨学金を使うというのも一つ選択肢ではないでしょうか。また博士課程の場合で学費免除があっても、保険
の問題や家賃の問題などがあるので、そういう学生へ若干のサポートがあると学生はありがたいとことになります。
　私の留学報告です。留学先はシカゴ大学、米国のイリノイ州で1年間勉強してきました。シカゴ大学は日本であまり知られていのですが、
世界では有名な大学で、ノーベル賞関係者 100 名の有名な大学で 、私の専門の国際政治のプログラムも非常に歴史が深い全米最初のプ
ログラムになります。私の指導教員でがミアシャイマー教授で、リアリスト・国際政治理論家として有名で年配の先生ですが、バリバリ
やられていて色々と指導していただきました。
　そして勉強ですが各学期３つずつの授業で少ない印象ですが、本当に侮れなく予習復習に膨大な時間がかかり、週末は予習復習、授業
では積極的に発言して、語学の面でもかなり厳しい状況でした。1年間に 155 冊シカゴの大学の図書館で借りました。購入した本も 40
冊以上あります。また大学で蔵書がない本を他の大学から借りて読んだり雑誌論文も PDF で2～300本、とにかく読んで勉強もしました。
　あとシカゴは寒く、時には南極より寒い日などもあり、大学も休校になったりといろいろ本当に大変だったのですが、ホストのロータ
リークラブのリトルビレッジの方々が本当に親身になって助けてくれて、本当に何から何までサポートしていただきました。
また定例会以外にもチャリティー活動に参加したり、少しでも助けになればと色々参加しました。5月には大里前会長、大堀様、伊藤様
が来てくれて親睦会も開くことができました。
　生活に厳しい状態である事を理解してくださったロータリークラブのリトルビレッジの方々が自主的に献金パーティーみたいなのを開
いていただき、集まった資金を奨学金として追加で支援して頂きました。
　さらにプライベートでもご自宅に招かれたり服を頂いたり水族館や博物館本当
に色んな所に連れて頂きました。
　以上のような形で、つくば学園ロータリークラブの皆様から貴重な財源を支援
していただき、リトルロータリービレッジの皆様から心温まる歓迎とサポートし
て頂き、両方の援助がなければ充実した留学生活がなかったと常々思います。
　最後に私は大学の 1年間のプログラムの 2年目に残れる特別の選抜メンバーか
らは漏れてしまったのですが、12月にあるの来年の PHGに応募して 10校ほど出
す予定です。　うまくいけば来年の秋にまた留学して、そして今回の貴重な経験
をロータリー財団の奨学生であったことを忘れずこれをこの経験を生かして研究
に励んでいく所存です。ありがとうございました。



つくば学園ロータリークラブ 『ロータリーを考える』
〒305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-10-1 ヴェルドミール 105 号室 
電話 029-858-0100 FAX 029-858-0101

例会日：木曜日　１２：３０～１３：３０
例会場：オークラフロンティアホテルつくば
茨城県つくば市吾妻１丁目１３６４－１

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

プログラム予告

つくばオールロータリアン FaceBook 同好会は、つくばの３クラブのロータリアンとローターアクト、インターアクトの 情報
などを FaceBook 上で共有しています。皆様、ぜひご活用ください。

つくば学園・つくばシティ・つくばサンライズ・ローターアクト
公開 https://www.facebook.com/tsukubagakuenrc/?fref=ts
非公開 https://www.facebook.com/groups/1482018048750125/?fref=ts 公開QRコード 非公開QRコード

友好クラブ
第 2650 地区
京都山城ロータリークラブ

つくば学園ロータリークラブ
ホームページもご覧ください
http://www.46gama.com/

ロータリーは世界をつなぐ

http://www.kyoto-yamashiro-rc.com/

https://www.rotary.org/ja

2019-20 年度　中村　澄夫ガバナー　地区スローガン　

人、学びて更なる奉仕
http://www.rid2820.jp/

４つのテスト
 １．真実かどうか
 ２．みんなに公平か
 ３．好意と友情を深めるか
 ４．みんなのためになるかどうか

It is the 34th year since 1986
2019-20 皆葉年度　『ロータリーを考える』

2019-20 年度　Ｒ I テーマ　マーク・ダニエル・マローニー

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

会員数 出席数 欠席数 無断欠席数 出席免除数 メイクゲスト 出席率

88 55 32 0 3 4 70.23%

プログラム予告
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11 月 14 日 18:30 ～ 21:30 移動例会　招待卓話：講談で学ぶロータリー女流講談師 室井琴鶴先生「ポールハリスとロータリー」
       会場：ホテルグランド東雲
11月 21日  休会（11/3（日）へ振替の為）
11月 27日 19:00 ～ 00:00 移動例会 ３クラブ合同夜例会 会場：ホテルグランド東雲
11月 28日  休会（11/27（水）へ振替の為）


